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呼吸器感染症に対するCefixime(CFIX)の 臨床的検討
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藤兼俊明 ・小野寺壮吉
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新 しい経 口用セファロスポ リン系抗生物質Cefixime(CFIX)を 用いて臨床的検討を行い,次 の結果

が得 られた。

1)CFIXは11例 の呼吸器感染症例に投与 された。臨床効果は著効2例,有 効6例,や や有効3例 で,

有効率 は73%で あった。

2)副 作用 は認 められなかったが,臨 床検査値では慢性肝炎を合併 した症例で軽度一過性の トランス

アミナーゼ上昇が認 められた。

3)CFIXは 呼吸器感染症 に有効 と推測 された。

Cefixime(CFIX)は 藤沢薬品中央研究所で開発された新しい経

口用セファロスポリン系抗生物質である。従来の経口用セファロス

ポリン剤,ペニシリン剤に比較して,各種β-ラクタマーゼに安定

で,グラム陽性菌,陰性菌に広範囲な抗菌力を有し,とくにグラム

陰性桿菌に強い抗菌力を示すことが報告されている'2〕。

今回本剤を使用する機会があったので,若干の臨床的検討を行

い,その結果を報告する。

1.対 象 および方法

対象は昭和59年 の1月 か ら9月 までに当科に外来通院

し,試 験の同意の得 られた細菌性肺炎2例,気 管支拡張

症+感 染2例,慢 性気管支 炎1例,急 性気管支炎6例 で

あった。年齢 は16～68歳(平 均43歳),男 性7例,女 性

4例 であった。

投与方法はCFIX100mgカ プセルを使用 し,1日 投与

量200mgが2例,400mg投 与 が9例 で,い ずれ も朝,

夕の2回 に分 け,経 口投与 を行 った。投与期間は7～15

日間で平均9.4日 間,総 投与 量は1,500mg～5,800mgで

平均3,391mgで あった。なお併用薬 としては,以 前 か

ら使用 している気管支拡張剤,去 痰剤 などに限 り,解 熱

剤,消 炎剤は投与 しなかった。 また,症 例8で は基礎疾

患のアレルギー性気管支肺アスペルギルス症 に対 し,ス

テロイド剤(プ レ ドニン)を 本剤投与前から引続 き投与

した。

臨床効果判定は,咳,痰 などの臨床症状の改善度,検

査所見,胸 部X線 像の推移,起 炎菌の消長な どを総合的

に判断 し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階 に分け

た。

また,本 剤投与前,中,後 に喀 出痰 を材料 とし,細 菌

学的検査 を行った。

II.成 績

臨 床効果 の概略 をTable 1に 示 した。全体 として著

効2例,有 効6例,や や有効3例 で有効以上の有効率は

73%で あった。疾患別 では肺炎 は著効1例,有 効1例,

気管支拡張症+感 染 は著効1例,有 効1例,慢 性気管支

炎の1例 はやや有効,急 性気管支炎は有効4例,や や有

効2例 であった。

細菌学的効果では起 炎菌 と考 え られたH.influenzae

が検出 された4例 とS.aureusが 検 出 された1例 で菌の

消失 をみた。

臨床的に自 ・他覚所見による副作用は認めなかった。

臨床検 査値 はTable 2に 示 したが慢性肝炎の合併 した

1例(症 例3)に 軽度,一 過性 のGOT・GPT上 昇が

み られ,投 与 前 それ ぞれ53KU,57KUか ら投 与 中85

KU,109KUと 高値からさらに高値へ と上昇 したが,投

与終了時それ ぞれ62KU,63KUと ほぼ前値へ復 した。

GOT・GPT上 昇 に及ぼ す本 剤の関与 は否 定で きない

が,宿 主側要因が大 きい もの と思われた。 また,気 管支

喘息の合併 した1例(症 例9)で 好酸球数の増加がみら

れ,投 与 前4%(実 数 値372/mm3)か ら投 与 終 了 後

10%(690/mm3)と なったが,本 剤 との関係 は無 い と

考 えられた。

III.考 察

Cefixime(CFIX)は 藤沢薬品中央研究所で開発 され

た新 しい経 口用セファロスポ リン系抗生物質である。従

来の同種薬 剤に比較 して,各 種 β-ラクタマーゼに安定

で,E.coli,Klebsiella,P.mirabilisな どの グラム陰

性菌に対 し,強 い抗菌力を もち,従 来の経口セファロス
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Table 1 Clinical results

Table 2 Laboratory
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ポ リン剤 で抗 菌 力 が弱 い とされ るN.gonorrhoeae,

Serratia, Indole (+) Proteus な どで優 れた抗菌力 を示

すことが報告されている1,3)。

また,血 中濃度が投与後4時 間でピーク値 となり,そ

の半減期は約2.5時 間 と持続的で,優 れた抗菌力 を考 え

る と,本 剤 は1日2回 投与 で臨 床的効 果が期 待 され

る1)。

今回,発 熱,咳,疾 な どの臨床所見や白血球数増加,

CRPの 充進 など明 らかな感染症状 を有 する呼吸器感染

症11例 にCFIXを1日100～200mg1日2回 投与 し,著

効2例,有 効6例,や や有効3例,有 効率73%の 結果 を

得た。

H.influenzae が検 出 され た4例 では全例すみやかに

菌が消失 してお り,本 剤のH.influenzaeに 対す る抗菌

力の強 さを示 した。 なお,抗 菌 力の弱 い とされ るS.

aureusで も消失例がみられた。

副作 用 はな く,軽 度,一 過 性のGOT・GPT上 昇 が

1例 にみ られたが,こ の例 は慢性肝 炎の ため,GOT・

GPTの 変動が常時観察 され るため,本 剤 との因果関係

は少ないと考えられた。

IV. 結 語

11例の呼吸器感染症 に対 し,経 口用セ ファロスポ リン

剤のCFIXを 投与 し,有 効 率 は73%で あった。副 作用

はな く,臨 床検査値異常 も慢性肝炎の症例で トランスァ

ミナーゼの軽度一過性上昇がみられたのみであった。

以上 よりCFIXは 呼 吸器感 染症 に対 して1回100～

200mgの1日2回 投与 で臨床効果の期待 で きる有 用な

薬剤 と推測 された。
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CLINICAL STUDIES OF CEFIXIME

ON RESPIRATORY TRACT INFECTION
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TOSHIAKI FUJIKANE and SOKICHI ONODERA

The First Department of Internal Medicine, Asahikawa Medical College

Clinical Studies were performed on cefixime (CFIX), a new oral cephalosporin. The following results were
obtained.

1) CFIX was administered to 11 cases with various respiratory tract infection.

The efficacy was excellent in 2 cases, good in 6 cases and fair in 3 cases out of 11 cases.

The efficacy rate was 73%.

2) Mild elevation of serum level of GOT•EGPT was noted in one case with chronic hepatitis. Otherwise there

was no adverse reaction.

3) It was considered that CFIX was effective for respiratory tract infection.


